






要約:小児期発症の糖尿病を対象とし、神経障害と腎症について検討した。末梢運動神経電

導速度と自律神経機能としての R-R 間隔変動は2年間の経過で有意に低下した。コントロ

ール不良状態で高値となるとされている腎糸球体濾過値は若年者ですでに高かった。この

濾過率の増加は腎症の進展の原因と考えられており、年齢が長ずるにつれて持続性蛋白尿

のない時期で正常ながら低値を示す例は、今後の蛋白尿出現に注意を払う必要がある。よ

り厳密なコントロールが必須と考えられた。 


